平成２４年度「体験の風をおこそう」運動推進事業　　　　国立沖縄青少年交流の家

「体験の風をおこそうフォーラムｉｎ沖縄」開催要項
～子どもの頃の体験は人生の基盤～
【趣　旨】　子どもたちの健やかな成長にとって、自然体験、社会体験、生活体験などの体験がいかに重要であるかを、各分野の専門家が広く家庭や社会に発信します。

【日　時】　平成２５年１月２７日（日）１３：２０～１７：００
【場　所】　沖縄県立糸満青少年の家
【対　象】　学校教育関係者　教育行政関係者　青少年団体関係者　
民間教育団体関係者（自然学校等）　青少年教育施設職員　
保護者等子どもの体験活動に興味・関心のある方
【定　員】　１００名程度
【申込み】　チラシ（別紙）裏面の「参加申込書」に記入し、FAXもしくはメールをお送り下さい（申込書にご記入いただいた個人情報は、本事業のみに使用します）。

　　　　　　　　※本所ホームページからも申込みできます。
【プログラム】
　　受　　付　１２：４０
　　開　　会　１３：２０

　　　　　　　　主催者挨拶　国立沖縄青少年交流の家所長　佐藤　良一
　　基調講演　１３：３０～１５：００
　　　　　　　　演　題　「体験活動の意義と有用性」
講　師　　柳　敏晴　氏（公立大学法人名桜大学教授）
　　研究発表・パネルディスカッション　１５：１５～１６：５５
　　　　　　　　テーマ　「子どもの頃の体験の重要性と体験の機会の提供」
　　　　　　　　パネリスト（五十音順）

藏根　美智子　氏（沖縄県教育庁生涯学習振興課長）

中根　　忍　氏（やんばるエコツーリズム研究所代表）
三田井　裕　氏（琉球大学教育学部附属小学校副校長）
　　　　　　　　　　吉田　　章　氏（元筑波大学大学院教授）
　　　　　　　　コーディネーター　平野　貴也　氏（公立大学法人名桜大学准教授）
　閉　　会　１７：００
	　このフォーラムは、子どもたちの体験の機会や場の拡充など、体験活動の推進についての社会的機運の醸成を図る「体験の風をおこそう」運動の一環として開催するものです。


【主　催】　独立行政法人国立青少年教育振興機構　国立沖縄青少年交流の家

【共　催】　沖縄県教育委員会　沖縄地区青少年教育施設連絡協議会
【後　援】　沖縄県小学校長会　沖縄県中学校長会　沖縄県子ども会育成連絡協議会
　日本ボーイスカウト沖縄県連盟　ガールスカウト日本連盟沖縄県支部

沖縄県ＰＴＡ連合会　沖縄県青少年育成県民会議　沖縄県キャンプ協会
琉球新報社　沖縄タイムス社
